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特
別
記
事

ロ
ー
リ
ー
・
Ａ
・
フ
ォ
ー
マ
ン
君

学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

１

構

成

ロ
ー
リ
ー
・
Ａ
・
フ
ォ
ー
マ
ン
（
LoriA
.Form
an）
君
提
出
の

博
士
論
文
“Sustainability
in
T
ri-Sector
Partnerships
in

Japanese
and
U
.S.D
evelopm
ent
A
ssistance:T
he
Crucial

T
estofan
A
lternative
to
State-CentricO
D
A
”は
、

世
紀
に

21

は
い
り
主
流
と
な
り
つ
つ
あ
る
政
府
開
発
援
助
の
新
し
い
形
、
す
な

わ
ち
官
民
連
携
型
の
政
府
開
発
援
助
に
対
す
る
批
判
的
な
実
証
研
究

で
あ
る
。

論
文
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

Chapter
1
Introduction:A
Roadm
ap
forA
nalyzing
T
ri-Sec-

tor
D
evelopm
entPartnerships

1.1
O
bjective
ofthe
study:Connecting
issues,m
otiva-

tions,structuresand
outcom
esin
tri-sectorpartner-

ships

1.2
A
briefsurvey
ofthe
literature
on
partnerships

1.3
M
ethodology
and
research
approach

1.4
O
verview
ofthe
study
and
sum
m
ary
offindings

PartO
ne：
T
ri-Sector
Partnerships

Chapter
2
T
he
ContextofPublic-Private
Partnerships

2.1
T
he
evolution
ofpartnerships

2.2
Core
concepts
in
partnering

2.3
Relationship
ofpartnering
to
corporate
responsibil-

ity2.3.1
Corporate
socialresponsibility

2.3.2
Core
business

2.3.3
Philanthropy

2.4
T
heoreticalfram
ew
orks
for
partnering

2.5
Classification
ofpartnerships

2.6
T
he
partnership
process

Chapter
3
T
he
V
alue
ofPublic-Private
Partnerships

3.1
Com
m
on
values
in
partnering

3.1.1
Scale

3.1.2
Efficiency

3.1.3
Sustainability
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3.2
D
ebated
values
in
partnering

3.2.1
Replication

3.2.2
Participation

3.2.3
Policy
im
pact

3.3
V
iew
points
on
value

3.3.1
O
D
A
donor
agencies

3.3.2
N
on-governm
entalorganizations

3.3.3
H
ostgovernm
ents

3.3.4
Business

PartT
w
o：
T
ri-Sector
D
evelopm
entPartnerships

Chapter
4
U
.S.Foreign
A
ssistance

4.1
H
istory
and
nature
ofU
SA
ID

4.2
CurrentU
SA
ID
operations

4.3
K
ey
U
SA
ID
constituencies

4.3.1
U
SA
ID
’s
relationships
w
ith
business

4.3.2
U
SA
ID
’s
relationships
w
ith
N
GO
s

4.3.3
U
SA
ID
’s
relationships
w
ith
other
U
.S.gov-

ernm
entagencies

Chapter
5
T
ri-Sector
Partnering
in
U
SA
ID
:
T
he
Global

D
evelopm
entA
lliance

5.1
Evolution
ofthe
GD
A
program

5.2
GD
A
program
description

5.3
Status
and
evaluation
ofGD
A

Chapter
6
Japanese
Foreign
A
ssistance

6.1
H
istory
and
nature
ofJapanese
O
D
A

6.2
CurrentJICA
operations

6.3
K
ey
JICA
constituencies

6.3.1
JICA
’s
relationships
w
ith
business

6.3.2
JICA
’s
relationships
w
ith
N
GO
s

6.3.3
JICA
’s
relationsihps
w
ith
other
Japanese

governm
entagencies

Chapter
7
T
ri-Sector
Partnering
in
JICA
:T
he
Program
for

the
Prom
otion
of
Collaboration
w
ith
BO
P

Business
(C-BO
P)

7.1
Evolution
ofthe
C-BO
P
program

7.2
C-BO
P
program
description

7.3
Status
and
evaluation
ofC-BO
P

PartT
hree：
Sustainability
in
T
ri-Sector
O
D
A
Partnerships

Chapter
8
Sustainability
in
U
SA
ID
’s
Global
D
evelopm
ent

A
lliances

8.1
D
escription
ofresearch
m
ethodology

8.2
Findings

8.2.1
Findings
from
U
SA
ID
’s
centraldata

8.2.2
Findings
from
the
survey
and
interview
s
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Chapter
9
Sustainability
in
otherdevelopm
entpartnerships

m
odels

9.1
Localfocusforincreasing
sustainability:U
SA
ID
Sri

Lanka

9.2
Sustained
results
w
ithout
O
D
A
donor:
T
ulay

Philippines

9.3
Prospects
for
sustainability
in
JICA
’s
C-BO
P

program

Chapter
10
Conclusion:Sustainability
in
T
ri-Sector
D
evel-

opm
entPartnerships

10.1
Im
plications
ofthis
research

10.2
Suggestions
for
additionalresearch

２

内

容

第
二
次
世
界
大
戦
後
に
成
立
し
た
冷
戦
体
制
と
い
う
国
際
構
造
の

も
と
、
外
交
、
安
全
保
障
と
並
び
、
開
発
援
助
政
策
は
重
要
な
対
外

政
策
の
一
つ
と
な
っ
た
。
そ
れ
が
も
っ
と
も
典
型
的
に
現
れ
た
の
は

米
国
の
援
助
政
策
で
あ
り
、
そ
れ
は
主
と
し
て
二
つ
の
形
態
を
と
っ

た
。
一
つ
は
世
界
銀
行
、
国
際
通
貨
基
金
、
そ
し
て
規
模
は
小
さ
い

な
が
ら
も
国
際
連
合
と
い
う
国
際
機
関
に
よ
る
開
発
援
助
で
あ
り
、

も
う
一
つ
は
米
国
独
自
の
開
発
援
助
で
あ
る
。
後
者
に
関
し
て
は
、

政
府
が
独
占
的
に
政
策
を
担
う
形
を
と
り
な
が
ら
も
、
私
的
財
団
、

慈
善
団
体
、
個
人
や
企
業
と
い
う
非
国
家
主
体
も
国
家
の
請
負
機
関

的
な
役
割
を
は
た
し
た
。
こ
う
し
た
開
発
援
助
は
開
発
途
上
国
の
経

済
の
基
盤
整
備
に
活
用
さ
れ
た
だ
け
で
は
な
く
、
開
発
途
上
国
に
と

っ
て
は
主
要
な
資
金
源
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
ポ
ス
ト
冷
戦
の
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
開
発
の
見
直

し
が
国
連
な
ど
を
舞
台
に
盛
ん
に
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同

時
に
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
結
果
、
開
発
途
上
国
に
と
っ
て
は
海

外
直
接
投
資
、
海
外
送
金
、
民
間
企
業
に
よ
る
社
会
貢
献
事
業
が
、

主
要
な
外
部
資
金
源
と
な
っ
た
。
そ
れ
が
皮
肉
に
も
経
済
的
な
敗
者

を
大
量
に
生
み
だ
し
、
か
れ
ら
に
対
す
る
支
援
の
必
要
性
は
増
加
の

一
途
を
辿
っ
た
。
民
間
資
金
の
フ
ロ
ー
規
模
の
拡
大
は
、
開
発
途
上

国
に
お
け
る
従
来
型
の
政
府
開
発
援
助
（
O
fficialD
evelopm
ent

A
id、
以
下
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
の
影
を
薄
く
し
、
そ
の
見
直
し
を
迫
っ
た
。

開
発
援
助
を
媒
介
に
す
る
新
し
い
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
あ
り
方
が
問
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
編
み
だ
さ
れ
た
の
が
、
政

府
、
民
間
企
業
、
非
政
府
組
織
（
N
on-Governm
entalO
rgani-

zation、
以
下
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
の
三
部
門
連
携
（
T
ri-Sector
Partner-

ships）
を
推
進
す
る
と
い
う
新
し
い
開
発
援
助
政
策
で
あ
る
。

Ｏ
Ｄ
Ａ
に
お
け
る
三
部
門
連
携
の
特
徴
は
、
従
来
の
二
国
間
援
助

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
基
盤
と
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
実
態

は
国
ご
と
に
異
な
る
。
米
国
で
の
三
部
門
連
携
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
主
体
で
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あ
り
、
産
業
界
の
か
か
わ
り
の
歴
史
は
新
し
い
。
日
本
で
は
そ
の
逆

で
、
産
業
界
が
政
府
と
の
主
要
な
連
携
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、
Ｎ
Ｇ

Ｏ
の
関
与
は
限
定
的
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、
従
来
の
国
家
主

導
型
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
政
策
と
は
異
な
る
新
し
い
取
り
組
み
で
あ
る
こ
と
に

は
違
い
な
く
、
そ
う
し
た
新
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
有
効
性
や
持
続
可

能
性
は
検
証
に
値
す
る
。

Ｏ
Ｄ
Ａ
を
め
ぐ
る
三
部
門
連
携
に
関
す
る
従
来
の
評
価
は
、
実
証

の
み
な
ら
ず
理
論
的
な
も
の
も
含
め
て
官
民
連
携
の
規
模
や
効
率
性

に
主
眼
を
置
く
も
の
が
多
く
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
資
金
供
与
期
間
が
終
了
し
た

あ
と
の
成
果
の
持
続
を
検
証
し
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
こ
れ
は

従
来
型
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
評
価
の
手
法
を
採
っ
て
い
る
こ
と
に
起
因
す
る
。

す
な
わ
ち
、
従
来
型
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
財
政
寄
与
の
増
加
が
基
準
と
な
る
た

め
に
、
途
上
国
に
対
す
る
多
額
な
資
金
供
与
を
単
発
か
つ
短
期
で
実

施
す
る
と
い
う
方
法
が
採
用
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
は
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
資

金
供
与
規
模
が
評
価
基
準
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
Ｏ
Ｄ

Ａ
の
三
部
門
連
携
で
は
、
各
パ
ー
ト
ナ
ー
の
主
目
標
と
戦
略
的
に
す

り
あ
わ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
た
め
に
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
資
金
供
与
の

規
模
で
は
な
く
、
開
発
援
助
の
成
果
の
持
続
性
が
主
た
る
評
価
対
象

と
な
る
。
そ
の
前
提
に
は
、
開
発
援
助
を
め
ぐ
る
新
し
い
開
発
の
捉

え
方
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
開
発
途
上
国
の
低
開
発
状
態
は
政
治
的
、

経
済
的
、
社
会
的
不
均
衡
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
で
あ
り
、
開
発
不
均

衡
の
是
正
に
対
し
て
も
っ
と
も
効
果
的
な
の
は
成
果
が
明
確
で
持
続

的
な
支
援
策
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
か

ら
、
成
果
の
持
続
可
能
性
は
開
発
援
助
の
実
施
に
関
す
る
対
外
政
策

上
の
核
心
で
あ
る
と
い
う
開
発
理
念
が
で
て
き
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
重
要
で
あ
る
は
ず
の
持
続
可
能
性
は
開
発
援
助
に
関

す
る
難
問
で
も
あ
る
。
一
般
的
に
開
発
援
助
に
関
す
る
連
携
と
は
、

多
数
の
目
標
を
達
成
す
る
と
い
う
目
的
の
も
と
で
、
資
金
源
は
不
安

定
で
あ
り
な
が
ら
も
特
定
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
を
実
施
す
る
と
い

う
短
期
的
な
合
意
に
基
づ
い
て
い
る
。
し
か
し
、
現
実
に
は
短
期
の

合
意
で
あ
り
な
が
ら
も
、
持
続
可
能
な
成
果
を
生
み
だ
す
こ
と
が
組

織
間
の
連
携
に
と
っ
て
の
利
点
と
し
て
宣
伝
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
一

見
す
る
矛
盾
を
解
決
す
る
に
は
、
三
部
門
連
携
は
持
続
可
能
な
成
果

を
生
み
だ
し
、
そ
れ
が
持
続
し
て
い
る
の
か
と
い
う
点
を
検
証
す
る

必
要
が
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
本
論
文
の
目
的
で
あ
る
。

本
論
文
は
、
三
部
門
連
携
の
展
開
を
ア
ジ
ア
の
事
例
か
ら
検
証
す

る
。
分
析
の
対
象
は
、
ア
ジ
ア
地
域
で
の
最
大
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
お
よ
び
民

間
資
金
供
与
国
で
あ
る
米
国
と
日
本
に
お
け
る
Ｏ
Ｄ
Ａ
連
携
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
あ
る
。
特
に
本
研
究
で
は
、

世
紀
に
本
格
化
し
た
そ
れ
ぞ

21

れ
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
、
米
国
国
際
開
発
庁

（
U
nited
StatesA
gency
forInternationalD
evelopm
ent、
以

下
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
）
が
運
営
す
る
主
要
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
「
グ
ロ
ー

法学研究 85 巻 2 号（2012：2）

154



バ
ル
開
発
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
」（
GlobalD
evelopm
ent
A
lliance、

以
下
Ｇ
Ｄ
Ａ
）
と
、
日
本
の
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
（
Ja-

pan
International
Cooperation
A
gency、
以
下
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）

の
実
施
す
る
「
協
力
準
備
調
査
」、
別
称
「
Ｂ
Ｏ
Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
連
携

促
進
」（
Ｂ
Ｏ
Ｐ
と
は
、
年
間
三
千
ド
ル
未
満
で
生
活
す
る
貧
困
層

〈
Base
ofthe
Pyram
id〉
の
こ
と
）（
以
下
、
Ｃ
-Ｂ
Ｏ
Ｐ
）
を
本

研
究
で
は
取
り
あ
げ
る
。

本
研
究
で
は
以
下
の
三
点
に
着
目
す
る
。
第
一
に
、
Ｇ
Ｄ
Ａ
は
持

続
可
能
な
成
果
を
生
み
だ
し
て
き
た
の
か
。
第
二
に
、
Ｃ
-Ｂ
Ｏ
Ｐ

が
持
続
可
能
な
成
果
を
生
み
だ
す
可
能
性
は
い
か
な
る
も
の
か
。
第

三
に
、
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
成
果
の
持
続
性
の
可
否
は
い
か
な

る
要
因
か
。
本
稿
で
の
仮
説
は
、
資
金
フ
ロ
ー
の
構
造
変
化
を
受
け

入
れ
、「
中
身
」
を
充
実
さ
せ
る
開
発
連
携
が
よ
り
持
続
的
な
成
果

を
生
み
だ
す
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
換
言
す
る
と
、
資
金
フ
ロ
ー

の
国
際
的
構
造
変
化
に
形
式
的
に
対
応
す
る
開
発
連
携
は
、
限
定
的

か
つ
短
期
的
な
成
果
し
か
も
た
ら
さ
な
い
。
結
論
を
先
取
り
す
る
と
、

米
国
の
Ｇ
Ｄ
Ａ
は
ビ
ジ
ネ
ス
指
向
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
を
政
府
が
開
発
政

策
に
取
り
込
む
の
に
苦
慮
し
て
い
る
の
に
対
し
、
日
本
の
Ｃ
-Ｂ
Ｏ

Ｐ
で
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
産
業
界
主
導
の
要
求
や
圧
力
に
は
う
ま

く
対
応
し
て
い
る
も
の
の
現
地
の
実
情
に
あ
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
編

み
だ
す
手
段
は
欠
如
し
て
い
る
。

本
論
文
は
三
部
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
第
一
部
で
は
、
開
発
の
三

部
門
連
携
に
つ
い
て
の
理
論
的
か
つ
歴
史
的
な
整
理
で
あ
る
。
具
体

的
に
は
、
三
部
門
連
携
の
歴
史
的
展
開
、
類
型
、
背
後
に
あ
る
価
値

観
に
焦
点
を
当
て
る
。
開
発
援
助
を
め
ぐ
る
政
府
と
非
政
府
部
門
と

の
連
携
の
あ
り
方
は
、
歴
史
的
に
国
家
、
市
場
、
社
会
の
変
容
と
関

連
し
て
き
た
。
一
九
七
〇
年
代
半
ば
以
降
、
開
発
援
助
は
民
営
化
と

規
制
緩
和
と
い
う
政
策
変
化
を
経
験
し
た
。
こ
の
時
代
の
官
民
連
携

と
は
、
一
括
事
業
請
負
後
譲
渡
方
式
（
Build
O
perate
T
ransfer

方
式
、
俗
称
Ｂ
Ｏ
Ｔ
方
式
）
と
呼
ば
れ
、
そ
れ
が
資
金
分
担
の
機
会

と
認
識
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
一
九
八
〇
年
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
市
民

社
会
の
台
頭
、
一
九
九
〇
年
代
に
お
け
る
企
業
の
社
会
的
責
任
概
念

の
出
現
を
受
け
、
官
民
連
携
は
資
金
分
担
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
か
ら
ガ
バ

ナ
ン
ス
の
あ
り
方
を
反
映
す
る
も
の
へ
と
変
容
し
た
。
二
〇
〇
二
年

に
南
ア
フ
リ
カ
の
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
で
開
催
さ
れ
た
国
連
主
催
の

「
持
続
可
能
な
開
発
に
関
す
る
世
界
首
脳
会
議
」（
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ

環
境
開
発
サ
ミ
ッ
ト
）
で
は
、
共
同
計
画
、
リ
ス
ク
分
担
、
相
互
責

任
と
い
う
積
極
的
な
規
範
を
具
現
化
す
る
方
法
と
し
て
新
し
い
官
民

連
携
は
定
着
し
た
。

こ
れ
ま
で

世
紀
型
の
官
民
連
携
に
つ
い
て
は
大
別
し
て
三
つ
の

21

研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。
第
一
は
価
値
に
つ
い
て
で
あ
る
。
企
業
と

Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
援
助
機
関
は
価
値
認
識
を
異
に
す
る
と
は
い
え
、
規
模
、
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有
効
性
、
持
続
可
能
性
と
い
う
価
値
は
核
と
し
て
共
有
さ
れ
て
い
る
。

第
二
に
連
携
の
理
論
的
研
究
で
あ
る
。
契
約
論
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分

析
、
官
僚
行
動
論
、
組
織
論
、
経
営
論
、
倫
理
学
理
論
な
ど
を
応
用

し
た
援
助
の
官
民
連
携
に
つ
い
て
の
研
究
が
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
研

究
が
一
致
す
る
の
は
、
自
己
利
益
が
連
携
の
動
機
付
け
と
な
っ
て
い

る
と
い
う
点
で
あ
る
。
自
己
利
益
に
は
拝
金
主
義
、
啓
蒙
的
自
己
利

益
、
利
他
主
義
な
ど
が
含
ま
れ
る
が
、
利
益
の
重
複
が
協
力
の
効
果

を
も
た
ら
す
と
い
う
相
乗
効
果
の
論
理
に
よ
っ
て
連
携
の
枠
組
み
が

模
索
さ
れ
る
。
第
三
は
政
治
文
化
と
規
範
的
価
値
に
基
づ
く
マ
ク
ロ

理
論
レ
ベ
ル
で
の
研
究
で
あ
る
。
政
治
文
化
と
規
範
的
価
値
は
重
複

的
利
益
を
構
成
・
再
構
成
す
る
要
素
と
な
る
。
そ
こ
で
は
、
連
携
の

構
築
が
す
べ
て
の
関
連
機
関
に
と
っ
て
利
益
の
あ
る
（
ウ
ィ
ン
・
ウ

ィ
ン
の
）
機
会
（
と
そ
れ
に
と
も
な
う
制
約
）
を
も
た
ら
す
、
と
重

複
的
利
益
は
再
定
義
で
き
る
。

本
論
文
の
第
二
部
は
、
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
事
例
を
取
り

あ
げ
る
。
具
体
的
に
は
、
官
僚
政
治
と
官
僚
文
化
と
の
関
係
を
検
証

す
る
こ
と
で
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
連
携
の
実
態
を
描
写
す
る
。
米
国
の
対
外
援

助
は
、
一
九
四
七
年
に
開
始
さ
れ
た
対
欧
州
マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
に

起
源
を
も
つ
。
冷
戦
体
制
下
に
お
け
る
援
助
政
策
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

色
が
強
か
っ
た
。（
対
共
産
主
義
政
策
で
あ
る
）
民
主
主
義
と
自
由

市
場
の
拡
大
、
人
道
的
問
題
へ
の
対
応
と
い
う
大
義
名
分
を
掲
げ
、

欧
州
と
ア
ジ
ア
の
経
済
的
復
興
が
米
国
の
援
助
政
策
の
目
的
と
な
っ

た
。
米
国
の
対
外
援
助
に
は
三
〇
に
お
よ
ぶ
政
府
機
関
の
関
与
が
あ

り
、
二
国
間
贈
与
で
は
世
界
一
の
規
模
を
誇
っ
た
。
そ
の
な
か
に
あ

っ
て
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
の
管
理
下
に
あ
る
援
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
全
体
の
五

分
の
一
以
下
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
も
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は

議
会
に
よ
る
予
算
使
途
の
指
定
や
大
統
領
推
進
の
案
件
が
大
半
を
占

め
、
そ
の
予
算
の
八
割
の
使
途
は
事
前
に
決
定
さ
れ
て
い
た
。
具
体

的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
の
自
由
裁
量

が
制
約
さ
れ
る
も
の
の
、
そ
の
資
金
の
四
分
の
一
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
実
施

主
体
と
な
っ
て
い
た
。
要
す
る
に
、
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
の
連
携
で
は
、
Ｎ

Ｇ
Ｏ
の
影
響
力
は
大
き
い
が
、
産
業
界
と
の
結
び
つ
き
は
薄
い
こ
と

が
わ
か
る
。

米
国
と
は
対
照
的
に
、
戦
後
日
本
の
場
合
は
Ｏ
Ｄ
Ａ
が
対
外
政
策

の
中
核
に
据
え
ら
れ
て
き
た
。
議
会
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
関
係
は
希
薄
な

も
の
の
、
通
商
産
業
省
と
連
携
し
た
産
業
界
が
Ｏ
Ｄ
Ａ
政
策
で
は
中

心
的
な
役
割
を
演
じ
た
。
し
か
も
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
現
地
要
請
主
義

を
採
用
し
た
た
め
に
、
受
け
入
れ
国
の
政
府
も
重
要
な
機
能
を
果
た

す
構
造
に
な
っ
て
い
た
。

以
上
の
よ
う
な
米
国
と
日
本
の
開
発
援
助
政
策
は
一
九
九
〇
年
代

か
ら
変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
れ
が
官
民
連
携
と
い
う
新
し
い

メ
カ
ニ
ズ
ム
の
導
入
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
類
似
点
と
相
違
点
が
あ
る
。
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ま
ず
類
似
点
と
し
て
は
、
米
国
で
あ
れ
日
本
で
あ
れ
、「
ウ
ィ
ン
・

ウ
ィ
ン
」、「
産
業
界
お
よ
び
市
民
社
会
の
役
割
の
変
化
を
認
識
」
と

い
う
表
現
が
援
助
連
携
に
関
す
る
声
明
に
は
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
援
助
連
携
に
関

す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
は
そ
の
内
容
や
表
現
が
極
似
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
つ
ぎ
に
相
違
点
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
起
源
と
設
計
に
見
受
け
ら
れ

る
。
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
の
Ｇ
Ｄ
Ａ
の
場
合
、
米
国
の
対
外
援
助
モ
デ
ル
が

時
代
の
要
請
に
合
わ
な
い
と
い
う
、
議
会
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
の
批
判
が

基
点
と
な
っ
た
。
批
判
の
焦
点
は
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
の
資
金
調
達
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
に
柔
軟
性
が
欠
如
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を

受
け
て
、
Ｇ
Ｄ
Ａ
で
は
、
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
以
外
の
財
源
か
ら
の
資
金
を

も
運
用
に
充
て
る
と
い
う
方
式
に
変
更
し
た
。
し
か
し
問
題
は
、
そ

う
し
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
組
み
込
ん
だ
た
め
に
、
Ｇ
Ｄ
Ａ
に
よ
る
成
果

の
持
続
性
の
た
め
に
い
か
に
財
務
規
模
を
増
加
す
る
か
と
い
う
デ
ィ

レ
ン
マ
に
あ
る
。

日
本
は
一
九
九
二
年
に
Ｏ
Ｄ
Ａ
大
綱
を
作
成
し
、
そ
れ
ま
で
の
Ｏ

Ｄ
Ａ
の
あ
り
方
を
根
本
的
に
修
正
し
た
。
そ
の
結
果
「
新
生
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
」
が
誕
生
し
た
。
そ
の
背
後
に
は
、
経
団
連
や
経
済
同
友
会
と
い

う
主
要
な
経
済
団
体
の
政
府
に
対
す
る
強
い
働
き
か
け
が
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
途
上
国
で
の
日
本
企
業
の
活
動
支
援
の
た
め
に
、
Ｏ
Ｄ
Ａ

に
基
礎
を
置
く
新
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
創
出
を
訴
え
た
の
で
あ
る
。

Ｃ
-Ｂ
Ｏ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
そ
の
象
徴
で
あ
っ
た
。
し
か
し
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
に
と
っ
て
の
課
題
は
、（
貧
困
層
寄
り
の
）
伝
統
的
な
開
発
目
標

と
産
業
界
の
要
請
と
を
い
か
に
調
整
す
る
か
に
あ
る
。

本
論
文
の
第
三
部
で
は
、
開
発
の
た
め
の
三
部
門
連
携
の
持
続
可

能
性
を
検
証
す
る
。
三
部
門
連
携
の
仕
組
み
自
体
は
ま
だ
一
〇
年
程

度
の
歴
史
し
か
な
い
。
そ
の
た
め
に
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
研

究
蓄
積
や
デ
ー
タ
も
豊
富
と
は
言
い
難
い
。
こ
の
欠
陥
を
補
う
た
め

に
、
本
研
究
で
は
企
業
、
援
助
機
関
、
援
助
国
政
府
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
関
係

者
へ
の
独
自
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し
た
。

調
査
の
結
果
判
明
し
た
点
は
第
一
に
、
Ｇ
Ｄ
Ａ
が
持
続
可
能
な
成

果
を
生
み
だ
す
能
力
の
低
さ
に
つ
い
て
で
あ
る
。
Ｇ
Ｄ
Ａ
が
持
続
可

能
性
を
生
み
だ
し
た
と
い
う
評
価
を
受
け
た
事
例
は
き
わ
め
て
限
定

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
な
か
か
ら
持
続
し
た
要
素
を
抽
出
す
る

と
、
市
場
と
リ
ン
ク
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
浮
か
び
上
が
る
。
つ
ま

り
、
持
続
要
素
に
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
Ｏ
Ｄ
Ａ
供
出
国
よ
り
も
企
業
や
消

費
者
の
役
割
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
判
明
し
た
。
Ｇ
Ｄ
Ａ
の

初
期
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
策
定
や
設
計
段
階
で

企
業
の
関
与
が
限
定
的
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
成
果
の
持
続
性
に
影

響
を
お
よ
ぼ
し
て
い
る
と
い
う
相
関
関
係
を
み
い
だ
す
こ
と
が
で
き

た
。
し
た
が
っ
て
成
果
の
持
続
性
を
追
求
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
現
地

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
よ
う
に
（
現
地
）
資
本
を
導
入
す
る
形
で
の
連
携
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が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

第
二
に
、
Ｃ
-Ｂ
Ｏ
Ｐ
の
抱
え
る
問
題
点
で
あ
る
。
持
続
可
能
性

の
実
現
と
い
う
点
か
ら
は
、
産
業
界
の
提
言
を
重
視
す
る
Ｃ
-Ｂ
Ｏ

Ｐ
に
代
表
さ
れ
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
取
り
組
み
は
評
価
で
き
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
現
地
組
織
の
排
除
、
現
地
社
会
資
本
の
欠
如
と
い
う
課
題

は
残
る
。
先
進
国
で
す
ら
新
規
事
業
の
失
敗
率
は
高
い
こ
と
か
ら
、

Ｃ
-Ｂ
Ｏ
Ｐ
の
新
規
事
業
立
ち
あ
げ
支
援
の
実
現
性
と
持
続
性
を
高

め
る
に
は
革
新
的
な
取
り
組
み
を
可
能
と
す
る
要
素
が
求
め
ら
れ
る
。

開
発
の
た
め
の
三
部
門
連
携
に
も
成
功
事
例
は
存
在
す
る
。
本
研

究
で
は
、
米
国
と
日
本
の
開
発
援
助
連
携
モ
デ
ル
と
は
異
な
る
二
つ

の
事
例
を
検
証
し
た
。
一
つ
は
、
地
元
資
本
を
導
入
し
、
雇
用
創
出

と
い
う
要
素
を
導
入
し
た
ス
リ
ラ
ン
カ
に
お
け
る
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
供
与
国
が
関
与
し
な
い

三
部
門
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
も
つ
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
事
例
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
事
例
か
ら
判
明
し
た
成
功
の
要
素
は
、
現
地
社
会
と
の
密
接

な
連
携
、
地
元
資
本
を
活
用
し
た
雇
用
の
創
出
に
よ
る
貧
困
対
策
で

あ
る
。

本
研
究
の
結
果
、
現
時
点
で
は
Ｏ
Ｄ
Ａ
供
与
国
の
推
進
す
る
開
発

の
た
め
の
三
部
門
連
携
が
持
続
可
能
な
成
果
を
途
上
国
に
も
た
ら
す

と
い
う
主
張
は
実
証
さ
れ
な
い
と
い
う
結
論
に
達
し
た
。
一
九
九
〇

年
代
以
来
持
続
可
能
な
開
発
は
世
界
的
な
課
題
で
あ
る
が
、
そ
れ
を

実
現
す
べ
く
導
入
さ
れ
た
開
発
支
援
の
た
め
の
三
部
門
連
携
と
い
う

メ
カ
ニ
ズ
ム
は
充
分
な
成
果
を
も
た
ら
し
て
は
い
な
い
だ
け
で
は
な

く
、
三
部
門
連
携
と
持
続
可
能
性
の
あ
い
だ
の
相
関
関
係
も
ほ
と
ん

ど
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
調
査
の
結
果
判
明
し
た
こ

と
は
、
持
続
可
能
な
成
果
を
生
み
だ
す
能
力
に
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
な
影
響

を
あ
た
え
る
要
素
の
存
在
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
最
も
重
要
な
の
は
、

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て
採
算
の
合
う
市
場
の
存
在
で
あ
る
。
と

は
い
え
そ
こ
に
は
デ
ィ
レ
ン
マ
も
あ
る
。
市
場
を
重
視
す
る
こ
と
は

産
業
界
と
の
連
携
を
深
め
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
政
府
・
官
僚
や

Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
連
携
に
不
均
衡
を
も
た
ら
す
危
険
性
を
秘
め
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
三
部
門
連
携
と
い
う
開
発
支
援
の
あ
り
方
だ
け
で
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
構
造
変
化
の
も
と
で
の
開
発
途
上
国
に
お
け
る
持
続

的
開
発
の
可
能
性
の
追
求
に
限
界
が
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

３

評

価

世
紀
に
は
い
り
援
助
ビ
ジ
ネ
ス
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
規
模
で
隆
盛

21
し
て
い
る
。
本
論
文
で
扱
う
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
め
ぐ
る
官
民
三
部
門
連
携
だ

け
で
は
な
く
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
な
ど
民
間
主
導
の
取
り
組
み
も
入

り
乱
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
よ
っ
て
ま
す
ま

す
社
会
経
済
的
な
格
差
が
拡
大
し
、
貧
困
は
人
類
的
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
現
状
を
反
映
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
援
助
ビ
ジ
ネ
ス
の
根
本
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理
念
は
貧
困
に
あ
え
ぐ
途
上
国
の
人
び
と
の
自
立
を
支
援
し
た
い
と

い
う
も
の
で
あ
る
が
、
実
態
と
し
て
は
構
造
的
に
貧
困
か
ら
抜
け
だ

し
に
く
い
状
況
は
い
っ
こ
う
に
改
善
さ
れ
な
い
。
本
論
文
で
批
判
的

に
検
証
し
た
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
官
民
三
部
門
連
携
の
試
み
も
、
現
実
的
に
は

持
続
的
な
開
発
と
い
う
成
果
を
生
み
だ
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
貧

困
が
存
在
す
る
た
め
に
、
援
助
ビ
ジ
ネ
ス
の
勢
い
は
い
っ
こ
う
に
衰

え
を
み
せ
な
い
。
む
し
ろ
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ィ
ア
や
取
り
組
み
が

乱
立
し
て
い
る
感
も
あ
る
。

本
論
文
は
、
と
も
す
る
と
二
一
世
紀
型
開
発
援
助
の
形
式
と
し
て

Ｏ
Ｄ
Ａ
供
与
国
が
導
入
し
て
い
る
官
民
三
部
門
連
携
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ

が
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
な
脚
光
を
浴
び
て
い
る
現
状
へ
の
警
鐘
で
あ
る
。
本

研
究
の
意
義
は
次
の
三
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
に
、

フ
ォ
ー
マ
ン
君
の
研
究
は
単
な
る
批
判
ば
か
り
で
は
な
く
、
開
発
支

援
の
評
価
に
関
す
る
新
し
い
視
点
を
提
示
し
て
い
る
。
従
来
の
こ
の

領
域
に
関
す
る
研
究
は
と
も
す
れ
ば
、
政
治
、
社
会
、
経
済
的
不
均

衡
の
是
正
を
目
指
す
た
め
に
脚
光
を
浴
び
た
一
九
九
〇
年
代
か
ら
の

持
続
的
開
発
と
い
う
新
し
い
概
念
に
見
合
っ
た
も
の
と
い
う
暗
黙
の

評
価
を
と
も
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
官
民
連
携
に
関
す
る
モ
デ

ル
の
提
示
、
援
助
の
規
模
や
効
率
に
関
す
る
評
価
と
い
う
点
に
対
す

る
関
心
が
集
中
し
が
ち
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
フ
ォ
ー
マ
ン
君
は
、

持
続
可
能
な
成
果
と
い
う
開
発
理
念
の
根
幹
に
関
わ
る
点
の
評
価
を

す
る
と
い
う
視
点
を
提
示
す
る
。

第
二
に
、
持
続
可
能
な
成
果
と
い
う
指
標
を
用
い
て
米
国
の
Ｕ
Ｓ

Ａ
Ｉ
Ｄ
の
Ｇ
Ｄ
Ａ
と
日
本
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
Ｃ
-Ｂ
Ｏ
Ｐ
に
つ
い
て
検

証
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
一
長
一
短
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
Ｇ

Ｄ
Ａ
の
場
合
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
主
導
性
が
強
く
、
民
間
企
業
の
参
入
の
余

地
が
少
な
い
の
に
対
し
、
Ｃ
-Ｂ
Ｏ
Ｐ
の
場
合
は
逆
に
民
間
企
業
が

主
体
と
な
り
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
の
声
が
反
映
さ
れ
に
く
い
現
状
で
あ
る
。

こ
う
し
た
欠
点
は
フ
ォ
ー
マ
ン
君
の
比
較
検
討
か
ら
明
ら
か
に
な
っ

た
の
で
あ
り
、
日
米
両
国
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
戦
略
を
持
続
可
能
な
成
果
に
結

び
つ
け
る
た
め
の
改
善
点
が
本
研
究
か
ら
明
ら
か
に
な
る
。

第
三
に
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
め
ぐ
る
官
民
三
部
門
連
携
は
ま
だ
そ
の
歴
史

が
浅
く
、
そ
の
た
め
に
蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
や
研
究
は
少
な
い
。
研

究
領
域
と
し
て
は
そ
う
し
た
難
し
さ
が
あ
る
も
の
の
、
フ
ォ
ー
マ
ン

君
は
自
身
の
実
務
経
験
と
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
最
大
限
に
活
用
し
、

政
・
官
・
民
の
関
連
主
体
と
個
人
を
網
羅
的
に
カ
バ
ー
す
る
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
調
査
を
実
施
し
た
。
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
い
う
本
研

究
の
中
心
対
象
の
み
な
ら
ず
、
ス
リ
ラ
ン
カ
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け

る
三
部
門
連
携
の
成
功
例
に
つ
い
て
の
言
及
を
本
研
究
が
し
て
い
る

の
も
、
そ
う
し
た
フ
ォ
ー
マ
ン
君
の
積
極
的
な
調
査
手
法
に
依
拠
す

る
部
分
が
大
き
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
フ
ォ
ー
マ
ン
君
の
研
究
に
も
い
く
つ
か
の
課
題
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が
あ
る
。
第
一
に
、
日
米
に
お
け
る
三
部
門
連
携
に
つ
い
て
の
フ
ォ

ー
マ
ン
君
の
悲
観
的
な
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
で
あ
る
。
フ
ォ

ー
マ
ン
君
の
導
き
だ
し
た
結
論
は
、
Ｇ
Ｄ
Ａ
や
Ｃ
-Ｂ
Ｏ
Ｐ
と
い
う

新
し
い
連
携
以
前
か
ら
あ
る
、
日
米
の
開
発
援
助
政
策
に
つ
い
て
の

政
策
文
化
の
相
違
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
援
助
政
策
の
当
初
よ
り
、

米
国
で
は
政
府
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
連
携
が
あ
り
、
日
本
で
は
政
府
と
民

間
企
業
と
の
一
体
性
が
あ
っ
た
。
特
に
後
者
に
つ
い
て
は
、
一
九
八

〇
年
代
に
日
本
の
内
外
で
展
開
さ
れ
た
日
本
の
紐
付
き
援
助
批
判
で

つ
と
に
指
摘
さ
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。
換
言
す
る
と
、
日
米
の
三
部

門
連
携
の
改
善
点
を
提
示
し
て
も
、
そ
れ
は
改
善
さ
れ
に
く
い
構
造

的
、
政
策
文
化
的
な
要
因
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
援
助
政
策
を

持
続
可
能
な
成
果
に
結
び
つ
け
る
に
は
、
援
助
政
策
文
化
と
い
う
根

本
要
因
の
改
善
策
を
提
示
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
が
な
い
た
め
に
、

開
発
支
援
を
め
ぐ
る
三
部
門
連
携
が
持
続
可
能
な
成
果
を
生
み
だ
し

て
い
な
い
と
い
う
フ
ォ
ー
マ
ン
君
の
評
価
は
性
急
す
ぎ
る
感
が
否
め

な
い
。
む
し
ろ
、
本
論
文
で
の
議
論
か
ら
も
明
確
な
点
は
日
米
で
は

こ
れ
ま
で
三
部
門
連
携
が
有
機
的
に
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う

事
実
で
あ
り
、
そ
れ
を
い
か
に
評
価
す
る
か
を
考
察
の
対
象
に
す
る

必
要
が
あ
る
。

第
二
に
、
開
発
支
援
が
持
続
可
能
な
成
果
を
求
め
る
と
い
う
議
論

を
め
ぐ
る
背
景
に
つ
い
て
の
フ
ォ
ー
マ
ン
君
の
整
理
は
充
分
で
あ
る

と
は
い
え
な
い
。
フ
ォ
ー
マ
ン
君
は
奇
し
く
も
三
部
門
連
携
を
成
功

に
導
く
た
め
に
は
関
連
機
関
に
と
っ
て
の
重
複
的
利
益
が
必
要
で
あ

る
と
い
う
。
こ
の
利
益
を
端
的
に
表
す
言
葉
は
「
ウ
ィ
ン
・
ウ
ィ

ン
」
関
係
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
フ
ォ
ー
マ
ン
君
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、

三
部
門
連
携
を
試
み
る
日
米
両
国
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
頻
繁
に
言
及
さ

れ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
こ
の
言
葉
は
ゲ
ー
ム
理
論
か
ら
生
ま
れ
、

現
在
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で
常
用
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
問

題
は
「
ウ
ィ
ン
・
ウ
ィ
ン
」
の
関
係
性
は
三
部
門
の
連
携
を
組
む
主

体
に
限
定
さ
れ
、
本
来
な
ら
ば
持
続
可
能
な
成
果
の
恩
恵
を
受
け
る

べ
き
開
発
途
上
国
の
住
民
は
そ
こ
に
は
い
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。

こ
れ
は
住
民
不
在
の
援
助
ビ
ジ
ネ
ス
と
い
う
批
判
に
も
直
結
す
る
。

こ
の
よ
う
な
ゲ
ー
ム
理
論
的
な
発
想
の
有
す
る
利
点
と
限
界
を
提
示

し
て
い
れ
ば
、
開
発
支
援
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関
す
る
本
質
的
な
問
題

点
に
つ
い
て
よ
り
突
っ
込
ん
だ
議
論
が
展
開
で
き
た
も
の
と
考
え
る
。

第
三
に
、
本
研
究
に
は
、
日
米
の
政
策
担
当
者
、
企
業
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ

間
の
対
話
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
有
無
に
つ
い
て
の
描
写
が
少
な
い
。

三
部
門
連
携
に
つ
い
て
の
Ｇ
Ｄ
Ａ
や
Ｃ
-Ｂ
Ｏ
Ｐ
な
ど
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
が
類
似
の
用
語
を
列
挙
し
て
い
る
と
い
う
フ
ォ
ー
マ
ン
君
の
指
摘

は
軽
視
で
き
な
い
。
用
語
の
類
似
性
は
開
発
援
助
と
い
う
領
域
に
お

け
る
関
係
者
間
で
の
共
通
認
識
の
存
在
を
意
味
す
る
と
も
考
え
ら
れ

る
。
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
間
の
組
織
的
、
人
的
な
交
流
の
み
で
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は
な
く
、
企
業
と
企
業
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
間
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
無
数
に
存
在
す
る
。
こ
う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
対
話
の

機
会
の
存
在
が
、
援
助
領
域
に
お
け
る
取
り
組
み
や
使
用
用
語
の
類

似
性
を
生
み
だ
す
背
景
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
益
と
い
う
ナ
シ

ョ
ナ
ル
な
枠
を
超
え
た
開
発
支
援
の
空
間
の
あ
り
方
に
ま
で
視
野
を

広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
国
益
主
導
型
の
開
発
援
助
に
対
す
る
異

な
る
視
点
か
ら
の
批
判
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
持
続
可
能

な
社
会
づ
く
り
と
い
う
二
一
世
紀
型
開
発
支
援
の
あ
り
方
に
対
す
る

新
鮮
な
視
点
を
提
供
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
批
判
や
課
題
は
、
フ
ォ
ー
マ
ン
君
の

博
士
論
文
の
価
値
を
下
げ
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
今
後
の
課
題

と
し
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
希
望
を
込
め
て
い
る
。
本
博
士

学
位
請
求
論
文
は
、
二
一
世
紀
型
開
発
支
援
政
策
の
主
流
で
あ
る
官

民
三
部
門
連
携
に
学
術
的
な
批
判
的
洞
察
を
加
え
た
創
造
的
研
究
と

し
て
価
値
の
高
い
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
審
査
委
員
一
同
は
、
博

士
（
法
学
）（
慶
應
義
塾
大
学
）
の
学
位
を
授
与
す
る
に
適
当
と
判

断
す
る
次
第
で
あ
る
。

二
〇
一
二
年
一
月
二
〇
日

主
査

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員

山
本

信
人

Ph.
D.

副
査

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員

添
谷

芳
秀

Ph.
D.

副
査

慶
應
義
塾
大
学
名
誉
教
授

田
中

俊
郎

副
査

慶

應

義

塾

大

学

商
学
部
准
教
授

梅
津

光
弘

Ph.
D.
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